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 今日，先行研究の検索・参照等のために，様々なリファレンスデータベースが作成されている。国立国語研究

所は 2010 年に「日本語研究・日本語教育文献データベース」を公開した。このデータベースは日本語学・日本

語教育研究の文献に特化している。このような特定の専門分野の文献にしぼって作られている「専門特化型」デ

ータベースが，独自の観点から情報の収集・選択・整理を行っているという特性を生かし，多分野にわたる文献

をナビゲートしている網羅的なデータベースとともに活用されることが，リファレンスデータベース全体，また，

各学界の進展に寄与すると期待される。 
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Currently, various reference databases are being constructed and utilized to search for and refer to 

published research. In 2010, the National Institute for Japanese Language and Linguistics went online 
with its "Bibliographic Database of Japanese Language Research," which covers literature in the fields 
of Japanese language and Japanese-language teaching. Such databases, focusing on particular fields 
and incorporating information carefully selected by experts, complement the comprehensive databases 
that cover a wide range of academic disciplines, and should play a significant role in the future, both 
in the specific development of reference databases and in academic endeavors in general. 
 

１．まえがき 
先行研究の検索・参照等のためには，様々な方法があるが，現在ではインターネットにより，膨大

な学術情報が入手可能となっているといってよい。特に，研究の要となる雑誌論文を中心とした文献
については，その書誌事項を検索するための様々なリファレンスデータベースが存在している1。 
雑誌論文の検索の際には，例えば医学・生物等の分野では「PubMed2（米国立医学図書館）」等を

利用すれば，国内外の雑誌論文を検索することができる。日本国内の雑誌論文については，多くの情
報提供機関と提携し，多分野にわたる文献をナビゲートしている「CiNii3（国立情報学研究所）」等
で検索できる。人文科学の分野では，日本の雑誌論文を検索する際には，特に「CiNii」が使われる
ことが多い。「CiNii」は採録件数も多く，様々な機能をそなえたデータベースではあるが，一方，
特定の研究分野にしぼったリファレンスデータベースも存在している。国立国語研究所が提供する
「日本語研究・日本語教育文献データベース」（以下本データベースとする）もそれにあたる。この
ような専門分野に限定する方向のデータベースが，独自の観点から情報の収集・選択・整理を行って
いるという特性を生かして発展し，活用されることが，リファレンスデータベース全体，また，各学
界の進展に寄与すると期待される。 

                                                  
1 雑誌論文以外の学術情報検索の方法としては，書籍情報を検索できる「WebCat」
（http://webcat.nii.ac.jp/），「NDL-OPAC」（http://opac.ndl.go.jp/），インターネット書籍販売サ

イト「Amazon」（http://www.amazon.co.jp/），学術資料全般を検索できる「Google Scholar」
（http://scholar.google.co.jp/）等がある。 
2 http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/ 
3 http://ci.nii.ac.jp/ 
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本発表では，まず国立国語研究所「日本語研究・日本語教育文献データベース」
(http://www.ninjal.ac.jp/database/bunken/)の概要を示す。そして，本データベースをリファレンス
データベースの中の「専門特化型」データベースとして位置づけ，その特長を述べながら，その特性
を生かす方向性を模索することで，リファレンスデータベースの展望を考える上での一助としたい。 

 

２．「日本語研究・日本語教育文献データベース」の概要 
 本データベースは，国立国語研究所が作成・提供する，日本語学・日本語教育に関係する雑誌論文
情報検索のためのリファレンスデータベースである。2011 年 1 月に公開された。 
 
【図１ 本データベースのなりたち】 

 本データベースは，書籍として論文情報を提供し
てきた『国語年鑑』と『日本語教育年鑑』のデータ
を統合したものであり，掲載件数は約 17 万 2 千件
である。今後，年 3 回程度新規データの追加更新を
行っていく予定である。 
所収データは，『国語年鑑』が 1950 年以降，

『日本語教育年鑑』が 1960 年以降に発表された，
約 60 年分の論文の情報である。採録された論文原
本は，国立国語研究所の研究図書室に配架されてい
る。 

『国語年鑑』は日本語学に関する文献情報，『日
本語教育年鑑』は日本語教育に関する文献情報を収
録したものであったが，両者は関わりが深く，両方
の分野に携わる研究者も多い。 

両年鑑のデータを統合するにあたっては，重複デ

ータを統合・整理するのに加え，公開する項目を追

加するなどの充実をはかっている。 
 
 

 
項目の構成は下記の通りである。 
 

1.文献番号 2. 研究図書室請求番号 3. 著者名 4. 著者名別表記 5. 論文名  
6. 論文名別表記 7. 誌名 8. 巻号 9. ページ 10. 発行機関 11. 発行年月  
12. キーワード 13. 章タイトル 14.分野 
 
【図２ 項目構成（検索画面）】 
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統合にあたって，特に以下の項目について整備した。 
〈2.研究図書室請求番号〉 
閲覧の利便性のために研究図書室の請求番号を付与した。 
なお，採録されたデータの論文原本は，国立国語研究所の研究図書室にある。ここには，日本語学・

日本語教育関連を中心とした文献が収められており，また，この分野の学会・研究会とのつながりが

強く，寄贈される文献も多い。 
〈13.章タイトル〉 
論文名やキーワードからは拾いきれない情報を付与することで，検索の精度を向上させるとともに，

その論文のおおまかな内容の把握を可能にした。 
〈14.分野〉 
一定の基準をもとに付与したメタデータである。「文法」「方言」「日本語情報処理」等があり，検

索の際の参考情報となる。動向分析にも利用できる。 
 

 以下は，検索結果の一覧画面である。 

 

【図３ 検索結果一覧画面】 

 
 

検索結果の一覧画面では，おおまかな内容の把握ができるようになっている。さらに，項目名をク

リックすることで簡単にソートができ，項目ごとにまとまった情報も得られる。一覧表示画面（図３）

一番左の「No.」欄にある数字をクリックするとデータの詳細画面になり，そのデータのより詳細な

情報を見ることができる。また，選択したデータをダウンロードすることもできる。 
 

３．人文科学分野からみたリファレンスデータベースと「日本語研究・日本語教育
文献データベース」の位置づけ 
以下に，人文科学分野における雑誌論文検索のためのリファレンスデータベースについて述べる。 
研究においては，先行論文の参照が必須である。そして，被引用件数が論文の質を評価する一つの

指標ともなっている。学術雑誌の重要度については，インパクトファクター1という指標が有効な研
究分野もある。 
しかし，人文科学分野では事情が異なり，例えば日本語学のような，日本語で執筆されることが主

であり，かつ主要な雑誌であっても基本的にこの指標が使いにくい領域では，論文の重要度が客観的
に測りにくい。また，日本語学の分野では，雑誌種別が「大学紀要」とされるような論文もよく参照

                                                  
1 Impact factor（文献引用影響率）特定の 1 年間において，ある特定雑誌に掲載された「平均的

な論文」がどれくらい頻繁に引用されているかを示す尺度。 
＜http://science.thomsonreuters.jp/products/jcr/support/＞（アクセス日：2011/11/7） 
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されている。そのため，その領域内の情報のみをくまなく収集したリファレンスデータベースも必要
になる。 
本発表では人文科学分野でよく使われているリファレンスデータベースについて，データの掲載範

囲の観点から，多くの研究分野を網羅的に採録している「網羅的」データベースと，特定の研究分野
を対象として文献を採録している「専門特化型」データベースに分類して考察する。国内で利用され
る人文科学分野の「網羅的」データベースとしては，「CiNii」(国立情報学研究所)，「雑誌記事索引
検索1」(国立国会図書館)や「JDreamⅡ2」(科学技術振興機構)等が挙げられ，「専門特化型」デー
タベースとしては，「国文学論文目録データベース3」(国文学研究資料館)や「東洋学文献類目検索4」
(京都大学人文科学研究所)等が挙げられる。本データベースも，「専門特化型」データベースに位置
づけられる。なお，「網羅的」データベースとはいえ，もちろん，全世界のすべての資料を網羅する
ことは物理的に難しいであろう。たとえば雑誌論文という媒体に特化したもの，国内で出された文献
に特化したもの，という形でなんらかに特化することにはなる。しかし，ここでは，研究分野には限
定せず網羅的に文献を採取しているということで「網羅的」データベースと位置付けておく。 
 
【図４ 「網羅的」データベースと「専門特化型」データベース】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次に，人文科学分野で利用されるデータベースをいくつか挙げ，その特徴を採録件数の多い順に
【図５】にまとめた（2011 年 10 月現在，当該ページで得られた情報による）。 
 
【図５ 上記リファレンスデータベースの特徴5】 

                                                  
1 http://opac.ndl.go.jp/Process 
2 http://pr.jst.go.jp/jdream2/ 
3 http://base1.nijl.ac.jp/~ronbun/ 
4 http://ruimoku.zinbun.kyoto-u.ac.jp/ruimoku/ 
5 データベースによっては，雑誌論文以外のものも件数に含んでいる場合がある。 
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「網羅的」データベースと「専門特化型」データベースに大きく二分したが，採録範囲をどこまで

とするか，その線引きはそのままそれぞれのデータベースの特長ともなっている。 
データベースの規模は数千万単位に及ぶものから，数十万規模のもの，さらには【図５】には掲載

していないがごく小規模なものまで存在する。採録を特定の範囲にしぼらない「網羅的」データベー
スは千万件台になっているが，採録範囲を限定すればその分件数は減る。本データベースは「国文学
論文目録データベース」や「教育研究論文索引検索」等とならび，ある研究分野範囲のデータを採録
対象としている。結果としてこれらのデータベースは十万件台の規模となっている。 

また，採録範囲を限定した「専門特化型」データベースは，独自の情報源からデータをつくって持
っているところが多いようである。例えば，前述のとおり，本データベースでも国立国語研究所の図
書室から情報の提供を受けている。「網羅的」データベースは，その性質上，他機関から得た情報を
ナビゲートする形をとることになるが（「CiNii」等），国会図書館のように，独自の情報源を持つ
形をとっているものもある（「雑誌記事索引検索」）。  
なお，基本的には文献の書誌事項等，二次情報のみを収録するリファレンスデータベースが多いが，

一部，本文とのリンクが設けられることで全文データベースの側面を持ち合せるものも存在する。 
 
以上のように，人文科学系で使われるデータベースの特長を概観したが，そのなかでもやはり，論

文検索の際，採録件数が多く，機能が充実している「網羅的」データベースはよく利用されている。
しかし，リファレンスデータベースが一つの「網羅的」データベースに収斂されていくという方向で
十分とは言えないだろう。各研究分野で「専門特化型」データベースが整備され，「網羅的」データ
ベースとともにあり，目的に応じて使い分けられることがユーザーにとって望ましいといえるのでは
ないだろうか。 

 

４．「専門特化型」データベースとしての本データベースの特長 
ここでは，本データベースの特長を整理することによって，「専門特化型」データベースの有用性

は何かということについて考えてみたい。 
 

(1)独自の情報源 
本データベースは，情報源に日本語に関する専門図書館である国立国語研究所研究図書室をもって

おり，所蔵する原論文から直接書誌データを入力している。この分野の学会・研究会とのつながりが

強く，日本語学および日本語教育に関する研究文献が多く寄贈されている。なお，本データベースに

関しては，国立国語研究所が事業として継続的に雑誌を集めて整理してきたので，過去 60 年程度の

論文情報の蓄積もあり（２．参照），日本語学研究では重要となる長期的な先行研究の概観に一役買

っている。茂木(2010)[1]によると，『国語年鑑 2008 年版』掲載の 2007 年発行の大学紀要類に関し

て言えば，約 9％の雑誌は「CiNii」に当該巻号の情報がないとのことである1。これに加え，国立国

語研究所には，紀要以外にも広く流通していない文献等が寄贈されることもあり，海外の文献に関し

ても，日本語学に関連するものを収集している。また，上記のような 60 年分のデータの蓄積も含め

ると，「網羅的」データベースに採録されていない雑誌論文の件数はさらに多いものと考えられる。 

 
(2)専門家による取捨選択と整理 
３．で述べたとおり，この研究分野ではインパクトファクターのような客観的な指標が通用しない

ため，専門分野に関する論文は，掲載雑誌に関わらずくまなく収集しておく必要がある。研究分野に
関わる論文のみが掲載される専門誌の他に，様々な研究分野の論文が掲載される大学紀要等に収録さ
れた論文から，日本語学・日本語教育研究に関する論文のみを抽出する必要がある。そのため，専門
家が原論文にあたって日本語学・日本語教育研究の観点から収録するものを選択し，同時に研究内容
に関するメタデータ（分野）も付与している。 
 

(3)検索の利便性 
本データベースには，日本語学・日本語教育に関する文献が選択され，採録されている。論文のタ

イトルにも用いられやすく，「網羅的」データベースでは検索結果が膨大になってしまう研究論文を

                                                  
1 他の研究分野でも「CiNii」との重複率は興味を持たれており，江草・高久（2011）[2]によると，

「教育研究論文索引データベース」の収録論文のうち，重複データは約6割であるとのことである。 
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検索する際等には，当該研究分野の論文の中から効率的に探すことができる「専門特化型」データベ
ースが有用である。また，付与されたメタデータ（分野）を検索の際の参考情報として使うこともで
きる。 
 
【図６ 宮沢賢治研究のイメージ図】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
以下，宮沢賢治を例に具体的に説明する。「CiNii」にて論文タイトルに「賢治」と入力して検索

すると，3499 件（2011 年 10 月 27 日現在）ヒットした。「国文学論文目録データベース」では
2719 件，本データベースは 100 件であった。 

「CiNii」は網羅的に様々なジャンルの論文を採録しているので必然的に件数が多くなる。「国文
学論文目録データベース」は，国文学の分野の研究情報を採録した「専門特化型」データベースであ
り，宮沢賢治の研究に関してもコアとなるデータベースなので，データ数も多くなっている（論文集
等，雑誌以外の媒体からもデータを採録していることもあるので，検索の仕方によっては「CiNii」
より多くの件数がヒットすることもある）。これに対し，本データベースは，件数としてはそれほど
多くない。しかし，宮沢賢治研究のうち，オノマトペや文体など，言葉の観点から書かれた論文を採
録しているので，「宮沢賢治の作品を日本語学的観点から研究したい」等と漠然と研究テーマを探し
ているような場合，本データベースであたりをつけてみるという使い方ができる。 
本データベースではさらに，「語彙・用語」「文章・文体」等の分野情報が付与されており，それ

らを利用して内容をしぼりこむこともできる。現状では，「網羅的」データベースでは，キーワード
検索等を利用して，タームレベルのしぼりこみをすることは可能である。しかし，「日本語学」「日
本語教育」のような研究分野を示す語は，論文タイトルやキーワードには出てきにくいため，ある研
究分野の範囲で論文をしぼりこむことは難しい。特にリファレンスデータベースの検索に不慣れな初
学者や，あらたに学際的研究を行う際や，関係するジャンルの研究成果を概観する場合にはおおいに
参考となる。 
このように，既に特定の研究分野でしぼりこまれていることが有益な場合もある。また，採録対象

の雑誌の関係で，他のデータベースには掲載されていないデータが見られることもあるので，「専門
特化型」データベースを確認しておくことは意味があるだろう。 
 
(4)目録としての役目 

本データベースでは，２．でも述べたとおり，必要な文献の一覧をデータでダウンロードできる。
また，年ごと・分野ごと等で検索してカスタマイズしておくと，自分に必要な分野の研究目録一覧を
作成することもできる。例えば，「2010 年に発表された方言研究」の論文一覧を作る等の利用方法
もある。かつて『国語年鑑』『日本語教育年鑑』にあった文献一覧にあたるリストや，さらに加工し
て，他のシステムで読み込むための業績一覧用のデータを作成する等，各自の目的にあわせて利用で
きる。 
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【図７ 検索結果一覧ダウンロード画面(CSV)】 

 
さらに，このように作った目録を，学界の動向分析等にも利用できる。山崎(1990)[3]や斎藤・新野

(2002)[4]では，本データベースの元となった『国語年鑑』のデータに対する動向分析を行っている。
『国語年鑑』でも 2003 年版から 2009 年版（2009 年版は WEB での公開）において，その年に出た
日本語研究文献を数量的に扱い，分野ごとの比率をみたり，経年的な動きをみたりしている。今後は
本データベースを利用して動向分析を行うことが可能である。 

また，それと関連して，展望号を書くときの参考資料としても貢献できる。展望論文の執筆の際に
は，基本的にその分野の論文を全体的に見通す必要がある。しかし上述の通り，「網羅的」データベ
ースでは日本語学だけ，日本語教育だけ，というように研究分野でしぼることは不可能であるので，
「網羅的」データベースしか使えないと，執筆者にとっては大きな負担になる。例えば，膨大な情報
の中での検索漏れの危険性や，不必要な情報の整理の煩雑さが考えられる。本データベースは既に専
門家による選択が行われており，1 年あたりの採録件数は最大でも 4000 件程度で，ノイズも少ない
ので，検索や一覧作成の際の負担は軽くなっている。実際，関連学会の展望号執筆の際にもデータが
利用されており，国立国語研究所の研究図書室に原論文を確認にくる執筆者も多い。 

このように，特定分野に限定したデータベースであるので，検索目的で使用するだけではなく，当
該分野の研究一覧としての価値もある。 

 
(5)専門性を生かしたリンクの広がり 
「専門特化型」データベースとして，上記のような特長を持つ本データベースは，その専門性を生

かした発展の方向性が検討され，進行している。例えば，専門に特化したデータベースという視点か
ら，その専門分野の研究に必要な他のデータベースとの横断的な検索を目指すことも可能である。 
例えば，国立国語研究所では，単行本の論文集，学会の予稿集に掲載された文献のデータベース化

およびこれらとの横断検索を検討中である。さらに，国立国語研究所が所属している人間文化研究機

構の資源共有化システムとの横断検索も予定されている。 
また，「網羅的」データベースにはない，学会との緊密な関係も強みである。現在，旧国語学会の

学会誌をデータ化した「『国語学』全文テキストデータベース」掲載論文について，その PDF およ

びテキストと本データベースとにリンクを設ける計画も進んでいる。また，データ整備に関しても，

ユーザーからの声が届きやすい。 
 
５．終わりに―リファレンスデータベースの将来とその可能性― 
以上，本データベースの特長を述べてきたが，これは他の「専門特化型」データベースにも共通す

る点がある。 
これをふまえると，「専門特化型」データベースの発展には，以下の二方向が考えられる。 
一つは，取捨選択した情報を蓄積していくこと，ユーザーが使いやすいように整備していくことな

ど，専門に特化したデータベースとしての充実を図る方向である。 
もう一つは，取捨選択したデータを基として，ユーザーによって有益な外部リンクや横断検索のシ

ステムを設けること，関係学会と協力し，相互にデータ提供を行うことなど，外部との連携を広げて
いく方向である。 
【図８】に「専門特化型」データベースの可能性についての概念図を示す。 
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【図８ 「専門特化型」データベースの可能性】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

「専門特化型」データベースは，専門に特化したデータベースとして充実させていく「専門特化的

アプローチ」と，適切に取捨選択されたデータと外部情報とを結ぶ「展開的アプローチ」の二方向の

アプローチをとることで，各学界の進展に貢献できるデータベースとなろう。また，「専門特化型」

データベース，「網羅的」データベースに関わらず，個性豊かで良質なデータベースが共存すること

によって，データベース相互の情報提供や横断検索等も可能となり，リファレンスデータベース全体

が活性化するだろう。 
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